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研究 機関 と し て の 大 学 と , 製品 化 を する 企業 の 連携 に つい て , 
本 誌 で 毎年 実施 し て いる 族 学 協同 アン ケー ト の 一 環 と し て 調査 
し た . 研究 機関 と し て の 大 学 の 現状 と し て , 昨年 の 報告 (本誌 
2006 年 3 月 号 , pp.131-142 を 参照 ) に も ある よう に 「 少 子 
化 」 と 「 ゆ と り 教 育 ] の 影響 で , 学生 の 学力 低下 が 明らか に な つ 
て お り , 教育 機関 と し て の 「 人 材 育 成 」 を 使命 と し て 考え て い 
る 教員 が 多数 に な つて いる . 本 アン ケー ト で 対象 と し た の は , 
電子 技術 と 関連 の 深い 全国 の 国 公私 立 大 学 お よび 大 学院 の 理工 
系 研究 室 で ある . (編集 部 ) 


本 誌 で は , 全国 の 国 公私 立 大 学 お よび 大 学院 の 理工 系 研 
究 室 の 中 で , 電子 技術 と 関連 の 深い 研究 室 を 対象 に アン 
ケー ト 調査 を 行い , その 結果 を 毎年 3 月 号 で 報告 し て いま 
す . 本 年 も 同様 の 調査 を 2006 年 11 月 ~ 12 月 に 行い まし た . 
そし て 53 の 研究 室 か ら 回 答 を いた だ きま し た . 年 末 の 忙し 
い 時 期 に ご 協力 くだ さい まし た 各 研 究 室 の 皆様 に 深く 感謝 
いた し ます . 

今回 の アン ケー ト で は , 大 学 教員 が 果たす べき 使命 と , 
学内 や 社会 か ら 期待 され る 役割 の 関係 に つい て , 特に 詳細 
に 調査 し まし だ アン ケー ト の 内 容 は p.125 の コラ ノバ 研究 
室 へ の アン ケー ト 概要 」 を 参照). また 昨年 と 同様 , 大 学 と 
企業 と の か か わり に つい て 質問 し まし た . 具体 的 な テー マ 
は , 企業 か ら の 委託 研究 や 共同 研究 , 大 学 と 企業 の 人 材 交 
流 , 大 学 発 の ベン チャ 起業 な ど で す . 


1. 大 学 本 来 の 使命 は 教育 に よる 人 材 育 成 


少子 化 の 影響 や いわ ゆる 理数 科 離 れ に よる 志望 者 の 減少 
な ど , 電子 系 の 研究 室 は 次 第 に 厳し い 状況 に 置か れる よう 
に な っ て きま し た . 一 方 で , 日 本 の 産業 界 の 活性 化 を は か 


る た め に 大 き な 役 割 を 期待 され て いま す . そこ で , 大 学 の 
教員 が 考え る 本 来 の 使命 と , 学内 や 社会 か ら 期 待 さ れる 評 
価 基準 の ギャ ッ プ に つい て 質問 し まし た . また , 評価 と い 
うこ と を 離れ て , 研究 室 の 過去 1 年 間 の 具体 的 業績 の 一 部 
を 紹介 し て いた だ きま し た . 

まず , 大 学 教員 の 本 来 の 使命 に つい て ,「 教育 に よる 人 
材 育成 が 最大 の 使命 」,「 純粋 な 学問 的 研究 が 最大 の 使命 」, 
「 実学 に よる 社会 貢献 が 最大 の 使命 」,「 三 つ が 同じ 比重 に 
な る べき 」,「 その と き の 社 会 的 情勢 に 合わ せる べき 」 の 五 
つか ら 選択 し て も らい まし た . 図 人 て a) の よう 教育 」 が 
も っ と も 多く 4 割 強 を 占め , 次 いで 同じ 比重 」 が 約 3 分 の 
1 で し た . 2001 年 の アン ケー ト ( 本 誌 2002 年 3 月 号 , pp.77- 
89 を 参照) で も 同様 の 質問 を し まし た が 図 て b)], その と 
き は 同じ 比重 」 が も っ と も 多く 4 割 弱 ,「 教育 」 が 約 4 分 の 
1 で し た . 上 位 の 二 つ は 変わ っ て いま せん が , 今回 ば 教 
育 」 の 方 の 比率 が 高く な っ て いま す . 


人 @ 現在 も 今後 も 重視 され る と 思わ れる の は 発表 論文 の 数 
次 に , 学内 で の 評価 と 社会 的 な 評価 に 分 け て , 今後 重視 
され る と 思わ れる 評価 基準 と , 本 来 あ る べき 評価 基準 に つ 
いて 質問 し まし た .「 国内 学会 で の 発表 件 数 」,「 国際 学会 
で の 発表 件 数 」,「 発表 論文 数 」,「 特許 件 数 」,「 特許 ライ セ 
ンス 料 な どの 金額 」,「 科研 費 な ど 競 争 的 研究 資金 の 金額 」, 
「 委託 研究 の 件 数 」,「 委託 研究 の 金額 」,「 共同 研究 の 件 数 」, 
「 共同 研究 の 金額 」,「 ベン チャ 起業 件 数 」,「 公募 プロ ジェ 
クト な どの 件 数 」,「 その ほか 」 か ら 該当 する と 思う も の を 
選ん で も らい まし が 複数 可 ). 
2 は , 学内 で 今後 重視 され る と 思わ れる 評価 基準 と , 
本 来 あ る べき 評価 基準 の それ ぞ れ 上 位 5 項目 を 示し た も の 
で す . 図 2 a) の 今後 重視 され る と 思わ れる 評価 基準 は , 
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純粋 な 学問 的 研究 講 1 
で 証 
( a) 2006 年 アン ケー ト 結果 


今回 の 調査 で は , 大 学 教員 の 本 来 の 使命 ば 教育 」 と いう 回 答 が も っ と も 多く , 次 いで 三 つ が 同じ 比重 」 と いう 回 答 だ っ た . 昨年 の 調査 で は 少子 化 や 学力 低下 な ど 
の 問題 が 明らか に な っ た が , 今後 は 教育 が 重要 な 課題 に な っ て いく と 考え られ る . 


図 1 大 学 教員 の 使命 に つい て 
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( a) 今後 現在 か ら 4 て 5 年 の レン ジ で 見 て ) 重視 され る と 思わ れる 評価 基準 


学内 で 重視 され る と 思わ れる 評価 基準 は , 「 発表 論文 数 」 が も っ と も 多く , 以 F 競争 資金 金額 」,「 国際 学会 発表 」,「 公募 プロ ジェ クト 」,「 委託 研究 金額 」 な ども 
多かっ た . 金額 が 評価 基準 と し て 重視 され る の は 現実 の 状況 か の だ ろう . 


( b) 本 来 あ る べき 評価 基準 
学内 で 本 来 あ る べき 評価 基準 は ,「 発表 論文 集 」 が も っ と も 多く , 次 いで 国際 学会 発表 」,「 特許 件 数 」,「 公募 プロ ジェ クト 」,「 競争 資金 金額 」 の 順 だ っ た . また , 
その ほか の 回 答 の 中 に ば 担当 し た 学生 数 」,「 育成 し た 博士 数 」,「 学生 の 学会 発表 」,「 教育 成果 」 な ど 教 育 面 で の 業績 を 評価 すべ き と い う 回 答 も あっ た . 


図 2 学内 で 重視 され る べき 評価 基準 


「 発表 論文 数 」 が も っ と も 多く , 次 いで 競争 資金 金額 」, 募 プ ロジ ェクト 」,「 競争 資金 金額 」 の 順 で す . と も 発表 
「 国際 学会 発表 」,「 公募 プロ ジェ クト 」,「 委託 研究 金額 」 の 論文 数 」 が も っ と も 多い の は 同じ で す が , 図 2 a) で ば 競 
順 で す . 図 2 b) の 本 来 あ る べき 評価 基準 は ,「 発表 論文 数 」 争 資金 金額 」,「 委託 研究 金額 」 な ど 資金 獲得 が 上 位 と な っ 
が も っ と も 多く , 次 い ず 国際 学会 発表 」,「 特許 件 数 」,「 公 て いま す . また ,「 国際 学会 発表 」 と | 公募 プロ ジェ クト 」 は 
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少子 化学 低下 へ の 危機 感 の 現れ か 。 
大 学 本 の 使命 は [人材 衣 成 が 多数 意 上 
ドール レート 上 環 


4 本 な 学問 の 本 
社会 情 考 に 合わ せ て 還 語 朗 記 


実学 に よる 社会 綱 南 証 5 


( b) 2001 年 アン ケー ト 結果 
2001 年 の 調査 に 比べ て , 「 教育 」 と 「 実学 」 が 増え ,「 純粋 な 研究 」 は 減っ た こと が 分 か る . 


9 研究 室 へ の アン ケー ト 概 要 


本 アン ケー ト は , 2006 年 11 月 ~ 12 月 に 全国 の 126 大 学 , 600 研 トワ ー ク , 組み 込み シス テム , 無線 , イン ター ネッ ト , 設計 ツー 
究 室 に 対し て 実施 し まし た . 以下 の 項目 に あて は まる 研究 室 を アン ル /CAD, 高周波 , デー タ 通信 , プリ ント 基板 / 部 品 実装 , 
ケー ト の 対象 と し まし た . MEMS, その ほか 」 か ら 選 択 複数 可 ) 

1. IC/LSI な どの 半導体 部 品 の 設計 / 製 造 に 関す る 研究 を 行っ て い (6) 主要 な 研究 テー マ 五 つ まで ) 

る 研究 室 ( 7) 過去 1 年 間 2006 年 1 月 ~ 12 月 ) の 学会 論文 発表 件 数 国内 学 
2. 1IC/LSI な どの 半導体 部 品 を 使用 する 電子 機器 / 電 子 応用 機器 の 会 , 国際 学会 

設計 に 関す る 研究 を 行っ て いる 研究 室 ( 8) 過去 1 年 間 2006 年 1 月 ~ 12 月 ) の 特許 出願 / 取 得 数 

回 答 は 40 大 学 , 53 研 究 室 か ら あ り ま し た . 国 公私 立 大 学 別 の 分  ( 9) 企業 か ら の 委託 研究 と その 規模 


布 を 図 A-1 に 示し ます . 研究 室 の 規 禁 所 属 人 員数 ) を 図 A-2 と 図 (10) 企業 と の 共同 研究 と その 規模 
A-3 に まとめ まし た . 図 A-2 は 教員 数 と 学生 数 , 学生 / 教 員 比率 の  ( 11) 大 学 と 企業 の 人 材 流動 備 研究 生 , 社会 人 大 学院 生 , 研究 員 , 
分 四 最大 値 , 最小 値 , 平均 値 ) で す . 図 A-3 は それ ぞ れ の 平均 値 企業 出身 教員 な ど ) 
を 国 公立 大 学 と 私 立 大学 に 分 けた も の で す . 12) 大 学 ・ 研究 室 か ら 起業 し た ベン チャ 企業 の 数 

アン ケー ト の 設問 は 次 の と お り で す . な お , アン ケー ト の 全文 は 13) 大 学 全体 の ベン チャ 起業 へ の 取り 組み 
本 誌 Web サイ ト ( http://www.cqpub.cojp/dwm/ ) に 公開 し ます . 14) 研究 室 か ら ベン チャ 起業 し た 実績 と 社名 


( 1) 研究 室 名 15) 提供 可能 な 技術 シー ズ 五 つ まで ) 
( 2) 代表 者 名 産学 連携 へ の 意見 政策 的 提言 , 企業 へ の 要望 な ど ) 


17) 大 学 教員 が 第 一 に 果たす べき 使命 
18) 学内 の 評価 基準 お よび 社会 的 評価 基準 
19) 教員 ・ 研究 者 と し て 本 来 評価 され る べき 項目 
20) 過去 1 年 間 の 研究 室 の 実績 の 事例 紹介 


( 3) 研究 室 の URL 

( 2) 研究 室 の 人 員 構 成 

( 5) 研究 テー マ の キー ワー ド :「 半導体 プロ セス , マイ クロ プロ セッ 
サ 設 計 , 音声 , IC/LSI 設計 , ミッ クス ト ・ シグナル , ビデ オ , 
マル チ メ デ ィ ア , ディ ジタル 信号 処理 , ロボット / メ カト ロ , ネッ 


へ へ へー スペ の スペ ペペ ーー 
ェ ー 
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図 A-1 回 答 研究 室 数 と 内 訳 教員 数 較 学生 数 凶 学生 / 教 員 比率 較 教員 数 凶 学生 数 学生 / 教 員 比率 b 


53 の 研究 室 か ら 回 答 を いた だ いた . 図 A-2 研究 室 の 所 属 人 員数 図 A-3 研究 室 の 平均 所 属 人 員数 
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どちら も 入っ て いま す が , 図 2 b) で 上 位 の 特許 件 数 」 は 


国際 学会 発表 」 で あり ,「 特許 件 数 」 は 学内 で は 教員 自身 
2 a) に 入っ て いま せん . が 考え る より も 過小 に 評価 され て お り , 社会 的 に は 過大 に 
評価 され て いる と 言え そう で す . 
人 @ 社会 か ら 認 め ら れる に は 特許 の 取得 件 数 で ある が , 内 2003 年 の アン ケー ト ( 本 誌 2004 年 3 月 号 , pp.123-125 を 
心 学会 へ の 発表 論文 数 が 重要 と 考え て いる 参照 ) で も ほぼ 同様 の 質問 を し まし だ が 「 ベン チャ 起業 」 と 
3 は , 社会 的 に 今後 重視 され る と 思わ れる 評価 基準 と , 「 公募 プロ ジェ クト 」 は 2003 年 の 選択 項目 に は な い ). 2003 
本 来 あ る べき 評価 基準 の それ ぞ れ 上 位 5 項目 を 示し た も の 年 に は , 今後 学内 で 重視 され る と 思わ れる 評価 基準 ば 発 
で す . 図 き a) の 今後 重視 され る と 思わ れる 評価 基準 ば 特 表 論 文 数 」,「 競争 資金 金額 」,「 国際 学会 発表 」 が 上 位 , 今 
許 件 数 」 が も っ と も 多く , 次 いで 発表 論文 数 」,「 国際 学会 後 社会 的 に 重視 され る と 思わ れる 評価 基準 ば 特許 取得 件 
発表 」,「 競争 資金 金額 」,「 公募 プロ ジェ クト 」 の 順 で す . 数 」,「 発表 論文 数 」,「 国際 学会 発表 」 が 上 位 で し た . 今回 
3$ b) の 本 来 あ る べき 評価 基準 ば 発表 論文 数 」 が も っ と も 同じ 傾向 に な り ま し た . 
も 多く , 次 いで 国際 学会 発表 」,「 特許 件 数 」,「 公募 プロ な お ,「 その ほか 」 の 評価 基準 と し て は ,「 担当 し た 学生 
ジェ クト 」,「 委託 研究 件 数 」 の 順 で す . 数 」,「 育成 し た 博士 数 」,「 学生 の 学会 発表 」,「 教育 成果 
2~ 図 3 の 中 で , 図 3 aX 社会 的 に 今後 重視 され る と ( 複数 あり )」,「 教育 へ の 熱意 」,「 卒業 生 の 質 」,「 論文 の 質 
思わ れる 評価 基準 ) だ けが 特許 件 数 が 1 位 と な っ て お り , ほ ( 複数 あり )」,「 特許 の 質 」,「 学内 運営 へ の 貢献 」,「 社会 的 
か は すべ で 発表 論文 数 」 が 1 位 で す . また ,「 発表 論文 数 」 貢献 」,「 学外 へ の 啓 杜 」,「 教員 の 能力 」 な ど が あり まし た . 
は すべ て 12 位 ,「 国際 学会 発表 」 は すべ て 2 3 位 で し た . 教育 や 研究 の 質 は 評価 が 難し い の で す が , 「 教育 , 研究 , 管 
これ ら の 結果 か ら 見 て , 評価 基準 の 基本 ば 発表 論文 数 」 理 の 3 項目 こつ いて 点数 化し て 評価 し て いる 」,「 教育 の 品 
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( a) 社会 的 に 今後 現在 か ら 4 5 年 の レン ジ で 見 て ) 重視 され る と 思わ れる 評価 基準 
今後 社会 的 に 重視 され る と 思わ れる 評価 基準 は ,「 特許 件 数 」 が も っ と も 多く , 以 発表 論文 数 」,「 国際 学会 発表 」,「 競争 資金 金額 」,「 公募 プロ ジェ クト 」 な ど 
も 多かっ た . 大 学 保有 特許 へ の 学外 か ら の 関心 の 高 さ を 反映 し て いる と 思わ れる . 
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( b) 社会 的 に 本 来 あ る べき 評価 基準 
社会 的 に 本 来 あ る べき 評価 基準 は , 「 発表 論文 集 」 が も っ と も 多く , 次 いで 国際 学会 発表 」,「 特許 件 数 」,「 公募 プロ ジェ クト 」,「 委託 研究 件 数 」 の 順 だ っ た . 上 
位 目 つ は 学内 で 本 来 あ る べき 評価 基準 と 同じ 結果 だ っ た . 


図 3 社会 的 に 重視 され る べき 評価 基準 
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ノ | 、、 少子 化 ,| 学力 低下 へ の 危機 感 の 現れ か , 
/ 大 学 本 来 の 合 命 は [入村 青 成 が 多数 意見 


グ 区 ッ ウント 
表 1 学会 発表 / 論 文 発表 / ア ワー ド / 特 許 / 公 募 プ ロジ ェクト な どの 事例 紹介 


大 学名 / 研 究 室 名 学会 発表 / 論 文 発表 / ア ワー ド / 特 許 / 公 募 プ ロジ ェクト な どの 事例 
広島 市 立 大 学 コン ピュ ー タ シス テム 講座 再 構成 デバ イス と し て も 動作 する メモ リ LSI の 検討 ,、 ほ が 学会 / 論 文 : 電子 情報 通信 学会 技術 研究 報告 , ほか ) 
自治 体 に お ける GIS ク リア リン グハウス 構築 , ほ が 学会 / 論 文 : 日 本 社会 情報 学会 全国 大 会 。 ほか ) 
セキ ュ リ ティ ポリ シー の 策定 ・ 実施 ・ 改 善 に 関す る 社会 工学 的 研究 公募 : 科研 費 特定 領域 研究 ) 
「 価値 」 と 「 信用 」 を 取り 扱う 情報 技術 に 向け て , 自動 認識 に お ける プラ イバシー と 個人 情報 保護 技術 , ほか 
( 学会 / 論 文 ) 
キャ ッシュ メモ リ の 電力 を 削減 する 方法 , システム , ソフ トウ エア 及び 装置 特 願 2006-120163), ほか 
デジ タル コミ ュ ニ ティ 実証 実験 , シス テム LSI 設計 人 材 養成 実践 プロ グラ ム (QUBE), 知 的 クラ スタ 創成 事業 , 
ほ が 公募 ) 
発光 と セン シン グ を 有機 EL 素子 構造 で 実現 可能 な 16X 16 ド ッ ト ・ パ ネル , ほ が 学会 / 論 文 : AMFDP2006, 
KJF2006, ほか ) 
液晶 表示 素 天 特許 3656103), 低 分 子 系 有機 EL 素子 製作 特 開 2004.335204), 地域 新生 コン ソー シア ム 

公募 : NED, ほか ) 

伊藤 ・ 北 神 ・ 難 波 研究 室 ディ ペン ダブ ル ・ コ ン ピ ュ ー テ ィング に 関す る 研究 発表 学会 : DFT2006, ほか ) 
情報 シス テム 工学 講座 VLSI に 対す る 有効 な 故障 診断 湾 論文 ) 


2 。 | 匿名 クレ ジッ ト ・ カ ー ド ・ シ ステ ム , マニ ュ ピ ュ レ ー タ の 高速 経路 計画 アル ゴリ ズバ ( 学会 : SMC2006, 
福井 大 学 メデ ィ ア ・ 情報 処理 講座 第 1 研究 室 ASC2006, 特許 出願 ) 


九州 工業 大 学 尾 知 MIMO 無 線 LAN シ ステ ム 開 発 学会 
コン ピュ ー タ サイ エン ス 領 域 奨励 賞 , 多 値 論理 フォ ー ラ ム 優秀 発表 賞 , 山下 記念 党 アワ ー ド ) 
特許 出願 11 保 特許 ), 知 的 クラ スタ 創成 事業 公募 : 文部 科学 省 ) 


会 津 大 学 林 研 究 室 


シス テム LSI 研究 セン ター 
安浦 ・ 村 上 ・ 松 永 ・ 井 上 研究 室 


電子 デバ イス 学研 究 室 


九州 工業 大 学 笹尾 


遺伝 的 アル ゴリ ズ に GHz 級 配線 設計 手 波 学会 : , 産学 官 連携 促進 事業 公募: 文 
筑波 大 学 集積 シス テム 研究 室 安永 研 究 室 RM ル ゴ リ ズム を 用 いた GHz 級 配 線 設計 手 流 学 ICEC2006), 産学 官 連携 促進 事業 公募 : 文部 


東京 工業 大 学 西原 研究 室 Distinguished Service Award アワ ー ド : IEEE) 

アナ ログ 回 路 の オン チッ プ 動 作 診断 技術 アワ ー ド : IEEE シス テム LSI 技術 賞 ) 

半導体 集積 回 路 に お ける 電源 電流 波形 の 解析 方 法 お び 解 析 装 置 特許 3569681) 

弘前 大 学 深瀬 研究 室 シン グル チッ ププ ユビキタス プロ セッ サ Hcgorill& 学会 : イノ ベー ショ ンジ ャ パン 2006, ほか ) 

超 分 解 と ニュ ー ラ ル ・ ネ ットワーク ス 併 用 の の RC ジン グ に よる 画像 認識 , ほ が ( 学会 / 論 文 : 
静岡 大 学 桑原 義 ) 研 究 室 IEICE 総合 大 会 , ほか ) 

ESPAR ア ン テ ナ を 自動 車 AV 機器 に 適用 特許 / 公 募 : JST 独創 モデ ル 化 ) 

2 アナ ログ 混載 回 路 の 形式 的 検証 手渡 学会 : ICCAD), 高位 仕様 記述 か ら の 非同期 式 回 路 自動 
合成 論文 


法政 大 学 中 野 研究 室 00 2 の Distinguished lecturex( 学会 ), Chen-ToTai Distinguished Educator Award 


慶應 義塾 大 学 大 槻 研究 室 MIMO に お ける 光速 信号 検出 法 。 LDPC 符 号 の 誤り 率 低減 涯 学会 / 論 文 ) 

関西 大 学 電子 デバ イス 研究 室 単 結晶 薄膜 形 半 導体 装置 特許 3421693), ほか 

プラ ズ マ を 用 いな い ド ライ ・ エ ッ チ ング 処理 の 高 効率 太陽 電池 , 絶縁 膜 材料 と し て LaONx 膜 を 提 東 学会 / 
成 喘 大 学 電子 デバ イス ( 齋藤 ) 研究 室 論文) 

窒化 酸化 膜 お よび その 形成 方 湾 特許 3221602 セン トラ ル 硝 子 よ り 出 願 ) 

AES, デジ タル ・ ス ピー カ , 圧電 素子 を 用 いた デジ タル 直接 駆動 スピ ー が 学会 / 公 募 : 科研 費 , JST シー ズ 
発掘 ) 

DU アイ ディ ア ・ コ ン テ ス ト 奨励 賞 , Weisser Entrepreurial ldea Award, 全 アワ ー ド ) 

アン テ ナ 装 置 特許 3814684, 実施 許諾 あり ), 超 広帯域 パル ス 受 信 回 路 特許 3785487) 

東海 大 学 鈴木 八 十 二 研究 室 TFT 集積 化 に お いて , 製造 プロ セス の 変更 な し に 回 路 技 術 的 に 高速 化 を 実現 論文 : IEICE) 

いわ き 明 星 大 学 情報 通信 ネッ トワ ー ク 研究 室 | 高等 学校 教科 情報 」 に 関す る 調 春 学会 ) 

酒 南 工科 大 学 渡辺 研究 室 PU 導 6 RS 128M ビッ ト DRAM, 3 次 元 Tr を 用 いた シス テム LSI の 設計 法 , 
カオ ス ダ イ ナミ クス を 用 いた アナ ログ ・ デ ィ ジ タル 混成 電子 回 路 , 位相 空間 探索 ハー ド ウェ ア , ほ が 学会 
東京 電機 大 学 電子 回 路 研究 室 論文 ) 

フロ ー テ ィング ゲー ト MOSFET を 用 いた 非線形 抵抗 回 路 , カオ ス を 発生 回 路 特許 ), 科研 費 , JST( 公募 ) 
太陽 光 発 電 に よる バッ テリ ・ チ ャ ー ジ ャ ー の 最大 電力 動作 点 追尾 制御 に 関す る モデ リン グ と 設 試 学会 : 
東京 工芸 大 学 電機 制御 シス テム 研究 室 ICEMS2006) 

電力 制御 方 法 な ら び に 電力 制御 装置 お よび 電力 シス テバ ( 特 開 2006-252320) 

福岡 工業 大 学 谷口 研究 室 イヤ ホン ・ マ イク に 間 す る 研究 , 送電 線 熱 監 視 に 関す る 研究 特許 ) 

玉川 大 学 白崎 研究 室 サブ グリ ッ ド 法 を 用 いた FDTD 法 に よる 半導体 微細 溝 の Scatlerometry 計測 , ほ が 論文 : SPIE 予稿 集 , ほか ) 
埼玉 工業 大 学 高周波 回 路 研究 室 メッ シュ 化 テ ー パ スロ ッ ト アン テ ナ の 放射 指向 循 学会 / 論 文 : 電子 情報 通信 学会 通信 総合 大 会 , ほか ) 


神戸 大 学 CS26 講 座 


総合 研究 大 学院 大 学 米田 研究 室 


法政 大 学 半導体 シス テム 工学 研究 室 


東京 電機 大 学 ワイ ヤレ スシ ステ ム 研 究 室 
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質 に つい て ISO 9001 を 取得 済み 」 な どの 意見 も あり まし た . 
また , 学外 か ら の 評価 に つい て ,「 学会 委員 や 企業 は 研究 
の 質 を よく 見 て お り , レベ ル の 高い 研究 は 自ずと 評価 され 
る 」 と いう 意見 ,「 社会 的 評価 は 研究 テー マ が 受け る か どう 
か , マス コミ の 取り 上 げ 方 な ど で 決ま っ て し まう 」 と いう 
意見 が あり まし た . 


@ 明日 へ と つなぐ 研究 テー マ を 発信 し た い 
次 に , 評価 と いう こと を 離れ て , 研究 室 の 過去 1 年 間 の 
学会 発表 , 論文 発表 . アワ ー ド な どの 事例 , 特許 出願 ・ 取 
得 , 公募 プロ ジェ クト 採択 ・ 参加 な どの 事例 を 差し 支え な 
い 範 囲 で 回 答 し て いた だ きま し だ が 表 1). 非 公 開 の た め 掲 
載 し て いな い 事 例 も 多い の で , これ が すべ て で は あり ませ 


選 


研究 室 数 較 
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CC を ns E 

注 : 回 答 な し を 含む 図 

図 4 国内 学会 で の 年 間 発 表 件 数 の 分 布 


各 研 究 室 の 国内 学会 で の 年 間 発 表 件 数 の 分 布 を 示す . 最高 は 73 件 で , 50 件 
以上 の 研究 室 が 二 つ あ っ た . 一 方 , 1 一 4 件 と いう 研究 室 が 14 で も っ と も 多 
く , 次 いで 10 一 19 件 と いう 研究 室 が 12, 5 て 9 件 と いう 研究 室 が 10 あっ た . 


〇 


ん が , 今回 アン ケー ト に 参加 し て いた だ いた 研究 室 
の 研究 実績 の 一 部 と し て ご 覧 くだ さい . 


2 特許 の 出願 まで 
が 多い 


3 手 が 回ら な 研究 
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忌 
梁 
で 「 
甘 」 
圧 
温 


表 1 で は , 各 研 究 室 の 学会 発表 , 
取得 の 事例 の 一 部 を 紹介 し まし た . ここ で は , 串間 


( 2006 年 1 月 12 月 ) の 学会 発表 件 数 国内 学会 , 国際 学 


会 ) や 特許 出願 , 取得 件 数 の 分 布 を 示し ます . 

図 4 は 1 年 間 の 国内 学会 で の 発表 件 数 の 分 布 , 図 5 は 国 
際 学 会 で の 発表 件 数 の 分 布 で す . 発表 件 数 が も っ と も 多 
か っ た の は , 国内 学会 が 73 件 , 国際 学会 が 31 件 で し た . 


本 究 室 数 図 
10 15 20 25 


30 一 39 件 


20 一 29 件 


15~19 件 


10 て 14 件 


5-9 件 


1 て 4 件 


0 保 注 ) 


注 : 回 答 な し を 含む 図 
図 5 国際 学会 で の 年 間 発表 件 数 の 分 布 
各 研 究 室 の 国際 学会 で の 年 間 発 表 件 数 の 分 布 を 示す . 国内 学会 に 比べ る と 最 
高 件 数 も 少な く , 全体 の 分 布 も 少な め だ っ た. 最高 は 31 件 で , 20 件 以上 の 
研究 室 は その 一 つ だ け だ っ た . また , 1 4 件 と いう 研究 室 が 20 で も っ と も 
多かっ た . 
件 数 / 教 員数 較 
10 20 30 40 50 60 


東京 電機 大 学 
ワイ ヤレ スシ ステ ム 研 究 室 


図 6 

国内 学会 発表 件 数 教員 1 人 あたり ) 
上 位 10 研 究 室 

国内 学会 で の 年 間 発 表 件 数 教員 1 人 あたり 
に 換算 ) が 多かっ た 研究 室 を 示す . 最高 は 49 
件 だ っ た . な お , 教員 1 人 に 対し て 学生 数 
が 多い 研究 室 が 上 位 に くる 傾向 が ある の で 
注意 され た い . 2 巡 研 
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ドー 


トー 


E 数 の 分 布 で 見 る と , 国内 学会 国際 学会 で も , 
発表 件 数 が 1~ 4 件 と いう 研究 室 が も っ と も 多 いこ と が わ 
か り ま す . 


また , 年 間 発 表 件 数 が 多かっ た 研究 室 を 図 6 て 図 7 に 示 


| ニン イ ー 
少子 化学 低下 へ の 危機 感 の 現れ か 。 
大 学 本 来 の 使命 は 「 人 材 育成 」 が 多数 意見 
エーー イ キー 


セレ 2 T 


8 は 1 年 間 の 特許 出願 件数 の 2 分 布 , 図 9 は 特許 登録 件 


数 の 分 布 で す . 出願 件 数 が も っ と も 多かっ た の 
こ 比 べ る と , 
一 方 , 件 数 の 分 布 で 見 る と , 出願 件 数 


録 件 数 は 3 件 で し た . 学会 
こと が わか り ま す . 


発表 


は 6 件 , 登 
か な り 少な い 


し ます . た だ し , ここ で は 各 研 究 室 の 発表 件 数 を 教員 数 で で も 登録 件 数 で も , 0 件 と いう 研究 室 が も っ と も 多く , 学 
割り , 教員 1 名 あたり の 件 数 に 換算 し て いま す . 会 発表 の 件 数 と は か な り 違い が あり ます . 
件 数 / 教 員数 較 
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上 位 10 研 究 室 鹿 座 義塾 大 学 
国際 学会 で の 年 間 発表 件 数 教員 1 人 あたり 大 槻 研究 室 
に 換算 ) が 多かっ た 研究 室 を 示す . 最高 は 東京 工業 大 学 
11 作 二 つ の 研究 室 ) だ っ た . な お , 教員 1 西原 講座 
人 に 対し て 学生 数 が 多い 研究 室 が 上 位 に く 埼玉 大 学 
る 傾向 が ある の で 注意 され た い . 吉田 研究 室 
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図 8 過去 1 年 間 の 特許 出願 件 数 分 布 


各 研究 室 の 1 年 間 の 特許 出願 件 数 の 分 布 を 示す . 6 件 の 研究 室 が 一 
一 方 , 0 保 回 答 な し を 含む ) と いう 研究 室 が 


で 5 件 の 研究 室 が 二 つ あ っ た . 
29 で も っ と も 多かっ た . 


図 10 
特許 出願 件 数 上 位 5 研究 室 
1 際 中 My か っ た 研究 室 を 示す . 6 件 
究 室 が 一 つ , 5 件 の 研究 室 が 二 つ , 3 件 の 研究 室 
内 た 。 


つ , 次 い 


千葉 
伊藤 ・ 北 神 ・ 難 波 研究 室 


九州 工業 大 学 
笹尾 研究 室 


東京 理科 大 学 
浜本 研究 室 


図 9 過去 1 年 間 の 特許 登録 件 数 分 布 


各 研 究 室 の 1 年 間 の 特許 登録 件 数 過去 に AN た 特許 が この 1 
れ た も の ) の 分 布 を 示す . 3 件 の 研究 室 が 一 つ , 次 いで 2 件 の 研究 室 が 二 


あっ た . 一 方 , 0 作 回 答 な し を 含む ) と いう 研究 室 が 44 で も っ と も 多 5 か っ 
研究 室 数 凶 
0 1 2 3 4 5 6 7 
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0 件 
( 過去 に は ある ) 


0 件 
REG 図 13 委託 研究 の 平均 / 最 大 件 数 国 図 14 共同 研究 の 平均 / 最 大 件 数 国 
図 11 委託 研究 の 件 数 分 布 公立 大 学 対 私 立 大 学 ) 公立 大 学 対 私 立 大 学 ) 


各 研 究 室 が 現在 行っ て いる 企業 か ら の 委託 研究 の 件 数 の 分 布 を 示す . 5 各 研 究 室 が 現在 行っ て いる 委託 研究 の 件 各 研 究 室 が 現在 行っ て いる 共同 研究 の 件 数 
件 の 研究 室 が 一 つ , 次 いで 3 件 の 研究 室 が 六 つ あっ た . 一 方 , O 作 現 数 を 国 公 立 大 学 と 私 立 大 学 に 分 け て 比較 を 国 公 立 大 学 と 私 立 大 学 に 分 け て 比較 し 
在 行っ て いな い ) と いう 研究 室 は 合わ せ て 27 あ り , その うち , 現在 は した. 平均 件 数 , 最大 件 数 と も , 国 公 立 た . 平均 件 数 , 最大 件 数 と も , 国 公立 大 学 
な い が 過 去 に は ある と いう 研究 室 は 15, 現在 も 過去 も な いと いう 研究 大 学 は 私 立 大 学 の 半分 程度 だ っ た . と く は 私 立 大 学 より 多かっ た . 私 立 大 学 の 平均 


室 は 12 あ っ た. に , 国 公立 大 学 の 平均 件 数 は 0.6 件 で , 1 件 数 , 最大 件 数 は , 委託 研究 と ほぼ 同じ で 
件 に 満た な い . ある 
研究 室 数 較 ニッ ミ 2 
0 5 10 15 zo ss 出生 人 侍 =。=。=。=。=。=。= も も も ME 
Mi "SPP 
経歴 を も つ 48 介 
負 社会 人 大 生 を 
会 人 大 学院 
5 人 証 2 る けり 人 ハ れ て い 2 0 主人 
4 件 証 2 人 3NE 。 証 比 光 
3 
に 企業 か ら 利 6 間 
2 人 請 詞 ? 受け 入れ て いる う 26 
企業 か ら 研 究 生 を 
上 の けい 還 国 9.4% 較 
(に 
0 件 に その 人 証 請 証 32% 
( 過去 に も な い ) 0 10 20 30 40 50 6o 
不明 / 回 答 な し 4 
図 15 大 学 と 企業 間 の 人 材 交流 の 現状 複数 回 答 可 ) 
12 共同 研究 の 件 数 分 布 各 研 究 室 と 企業 の 間 で どの よう な 人 材 交流 が 行わ れ て いる か の 分 布 を 示す . 
各 研究 室 が 現在 行っ て いる 企業 と の 共同 研究 の 件 数 の 分 布 を 示す . 7 件 の 研 『 イン ター ン シッ プ 」 ど 教員 が 企業 勤務 経歴 」 は ほぼ 半数 に 達し た . 次 いで 
究 室 が ー つ , 6 件 の 研究 室 が 二 つ , 5 件 の 研究 室 が 二 つ あ っ た . 一 方 , 1 件 「 社会 人 大 学院 生 」 が 多かっ た . 
だ け の 研究 室 が 20 と も っ と も 多かっ た . 0 件 (現在 行っ て いな い ) と いう 研究 
室 は , 過去 に は ある が 八 つ , 過去 に も な い が 五 つ だ っ た. 
て いま す . 次 に その 結果 を 紹介 し ます . 
また , 年 間 出 願 件 数 が 多かっ た 研究 室 を 図 10 に 示し ます . 11 て 図 12 は , 現在 各 研 究 室 が 手がけ て いる 委託 研究 
な お , これ ら の 調査 項目 に は , 学会 発表 の 件 数 に よっ て お よび 共同 研究 の 件 数 の 分 布 で す . 現在 手がけ て いる 件 数 
研究 成果 を 評価 し よう と いう 意図 は あり ませ ん . 研究 成果 の 最大 は , 委託 研究 は 5 作 1 研究 室 ), 共同 研究 は 7 作 1 
発表 の 手段 と し て , 学会 発表 や 特許 出願 が どれ ぐら い 行 わ 研究 室 ) で し た . 共同 研究 に つい て は , 6 件 と 回答 し た 2 研 
れ て いる か の 実態 を 知る こと が 調査 の 目的 で す . 究 室 , 5 件 と 回 答 し た 2 研究 室 と 合わ せれ ば , 現在 5 件 以上 


手がけ て いる の は 5 研究 室 あ り ま し た . 一 方 , 0 作 現在 手 
@ 委託 研究 は 私 立 大 学 が 多く , 共同 研究 は 国立 大 学 が が け て いな い ) と 回 答 し た 研究 室 は , 委託 研究 で は 27 研究 


多い 委託 研究 と 共同 研究 の 現状 ) 室 あ り ま し た が , 共同 研究 で は 13 研 究 室 で ポ 過去 に は あ 
この 大 学 アン ケー ト で は , 研究 室 と 企業 と の か か わり に る , 過去 に も な い を 合算 ). この よう に , 全体 と し て 共同 
関す る 質問 と し て , 委託 研究 と 共同 研究 の 件 数 な ど を 調べ 研究 の 方 が 件 数 が 多い こと が 分 か り ま す . 
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- み 子 化 学力 低下 へ の 危機 感 の 現れ か 。 
大 学 本 来 の 使命 は 「 入 材 1 育成 」 が 多数 意見 


エー ナー デー イー 


セン タ が ある 
| 


注 : 回 答 な し を 含む 図 
図 17 研究 室 か ら 起業 し た ベン チャ 数 設立 


ベン チャ に 大 学 が り 
出資 する 46 較 
EN 7.5% 図 
0 10 20 30 40 


図 16 大 学 全体 の ベン チャ 起業 へ の 取り 組 複数 回 答 ) 


大 学 レ ベル で どの よう な ベン チャ 起業 へ の 取り 組み が 行わ れ て いる か の 分 布 を 示す .「 学内 に イ 
ン キ ュ ベ ーション セン タ 」 は 半数 を 超え , 次 いで 大 学 が 敷地 , 設備 を 提供 」 が 約 4 割 あ っ た . 


図 18 

研究 室 か ら 起業 準備 中 の ベン 
チャ 数 の 分 布 

ベン チャ 起業 の 準備 を すす め て い 
る 研究 室 は 今回 の 調査 で は 3 研究 
室 だ っ た. 


注 : 回 答 な し を 含む 較 


た だ し , この 委託 研究 , 共同 研究 の 件 数 に 関し て は , 国 
公立 大 学 と 私 立 大 学 の 間 に 有 意 な 差 が 見 られ ます . 図 13~ 
14 に , 現在 各 研究 室 が 手がけ て いる 委託 研究 お よび 共 
同 研究 の 平均 件 数 , 最大 件 数 を 示し ます . 私 立 大 学 で は 委 
託 研 究 は 平均 1.3 件 , 最大 5 件 で あり , 共同 研究 も 平均 1.2 
件 , 最大 6 件 と ほぼ 同 程度 に な っ て いま す . 国 公立 大 学 で 
は 委託 研究 は 平均 06 件 。 最大 3 件 と 件 数 が 少な く , 逆 に 共 
同 研究 で は 平均 20 件 , 最大 7 件 と 件 数 が 多く な っ て いま 
す . 委託 研究 と 共同 研究 を 同 程度 に 行っ て いる 私 立 犬 学 に 
対し て , 国 公立 大 学 は 共同 研究 の 方 に や や 偏っ て いる と 言 
多 人 の 室 し まう 。 


人 @ 企業 か ら の 人 材 が 教員 と し て 流失 し て いる が , 企業 か 
ら の 研究 員 / 研 究 生 の 受け 入れ は 減少 し て いる 人材 流 
動 化 の 現状 ) 
研究 室 と 企業 の か か わり と し て は , 特定 の 研究 テー マ に 
つい て 具体 的 な 研究 を 行う 委託 研究 , 共同 研究 の ほか に , 

イン ター ン シ ッ ズ 企業 に 学生 を 派遣 し て 実習 を 行う ), 社 


60 済み ) の 分 布 

実際 に ベン チャ 起業 し た 実績 を も つ 研 究 室 は 今回 
の 調査 で は 9 研究 室 で , 3 社 を 起業 し た 研究 室 が 
ー つ , 2 社 を 起業 し た 研究 室 が 三 つ , 1 社 を 起業 
し た 研究 室 が 六 つ あっ た. 


1 社 凶 


図 19 

研究 室 か ら 起 業 後 ま た は 起業 準 
備中 に 中 断 ・ 中 止 し た ベン チャ 
数 の 分 布 

ベン チャ 起業 後 ま た は 起業 準備 中 に 
中 断 ・ 中止 し た こと の ある 研究 室 は 
今回 の 調査 で は 1 研究 室 だ っ た. 


注 : 回 答 な し を 含む 較 


会 人 大 学院 生 , 企業 か ら 大 学 に 派遣 され る 研究 員 , 研究 生 
の 受け 入れ な どの 人 材 交流 が あり ます . 最近 で は , 企業 勤 
務 の 経歴 を も つ 教 員 の 採用 や , 教員 が 役員 な ど と し て 企業 
に 参画 する 例 も 増え , 人 材 の 交流 , 流動 化 は さら に 活発 に 
な っ て いま す . 

図 15 に 人 材 交流 の 現状 を 示し ます . イン ター ンシップ 
を 行っ て いる 研究 室 , 教員 が 企業 勤務 経歴 を も つ 研 究 室 は 
年 々 増加 し , 今回 の 調査 で は と も に ほぼ 半数 と な っ て いま 
す . また , 社会 人 大 学院 生 も 前 回 調査 2005 年 の アン ケー 
ト , 本 誌 2006 年 3 月 号 , pp131-142 を 参照 ) の 21% か ら , 
今回 は 286% と さら に 増え まし た . 

それ に 対し て , 企業 か ら の 研究 上 員 , 研究 生 の 受け 入れ は 
ここ 数 年 に わた っ て 減少 傾向 で あり , 2004 年 に は それ ぞ れ 
23%, 20% だ っ た の が , 今回 は 11%, 9% と 半減 し て いま す . 

これ ら の 傾向 を 見 る と , 企業 で の リス トラ が 進ん だ こと 
で , 人 材 が 教員 と し て 流出 し た り , 研究 員 や 研究 生 を 派遣 
する 余裕 が 乏しく な っ て いる と 考え られ ます . 一 方 , 大 学 
側 で は 前 回 調査 し た よう に, 少子 化 な ど に よる 学生 数 の 減 
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少 や 学力 低下 が 懸念 され て お り , 
足 が 深 刻 な 問題 と な か り そ う で す 


研究 を 担う べき 人 材 の 不 


@ ベン チャ を 企業 に 育成 する た め 学 内 イン キュ ベー ショ 
ン ・ セ ンタ を 置く 大 学 が 半数 を 超え だ ベン チャ 起業 の 
現状 ) 

2002 年 度 か ら 3 年 間 で 1000 社 の 大 学 発 ベ ンチ ャ を 誕生 さ 
せる と いう | 大 学 発 ベ ンチ ャ ー 1000 社 計画 」 の 策定 以来 , 各 
種 の ベン チャ 育成 施策 が 進め られ , 大 学内 で も 起業 支援 の 
環境 整備 が 進ん で きま し た . この 大 学 ア ン ケ ー ト で は , 大 


表 2 


es 
デー 


MI 半生 
学 全体 と し て の ベン チャ 起業 支援 の 取り 組み と し て , 学内 
イン キュ ベー ショ ン ・ セ ンタ の 設置 , ベン チャ へ の 大 学 の 
敷地 ・ 設備 の 提供 , ベン チャ に 関与 する 教員 の 勤務 時 間 な 
どの 配慮 , ベン チャ 起業 の 数 値 目 標 の 設定 , ベン チャ へ の 
大 学 か ら の 出資 な どの 状況 を 質問 し て いま す . 

結果 は 図 16 に 示す よう に, 学内 イン キュ ベー ショ ン ・ 
セン タ が ある と いう 回 答 は 5 割 を 超え, 次 いで ベン チャ に 
大 学 が 敷地 ・ 設備 を 提供 する と いう 回 答 が 4 割 弱 あり まし 
た . 教員 の 勤務 時 間 の 配慮 , 数 値 目標 の 設定 , 大 学 か ら の 
出資 は それ ぞ れ 15%, 11%, 9% で す が , 前 回 調査 で は 


社 名 


研究 室 か ら の ベン チャ 起業 例 
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本 2 。 
研究 テー マ の キー ワー ド ( 複数 回 答 可 ) 二 Ei 
各 研 究 室 の 主要 な 研究 テー マ に 関す る キー プリ ント 基板 / 部 品 実 半 呈 請 識 記 4 


ETY 
【o/ 
ーー 
ト 
1 
【e)) 
IN) 
CO 


1I 
^J 


ワー ド の 分 布 を 示す . 「 ICASI 設計 」 に 関す る MEMS 2 
研究 を 行っ て いる 研究 室 が も っ と も 多く , 28 人 測 
研究 室 あ っ た . 次 いで 組み 込み シス テム 」 と その ほか 


「 無線 」 が それ ぞ れ 17 研 究 室 あ っ た . 
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/ | ミー 少子 化 , 学力 低下 へ の 危機 感 の 現れ か , 
/ < 大学 本 来 の 使命 は 「 人 人材 育成 」 が 多数 意見 


/ テーー 


図 21 

研究 テー マ の キー ワー ド の 変遷 

今回 を 含め て 4 年 間 の キー ワー ド の 変遷 を 示 
す . 図 中 の 数 字 は キー ワー ド の 順位 を 示す . 
「 ICALSI 設 計 」 は 4 年 続け て 1 位 だ っ た .「 無 


6 NG AM gt -@- IC/LSI 設 計 較 - 計 - 組み 込み シス テム 図 4 無線 較 つぐ 設計 ツー ル /CAD 
PD 3 ーー- ディ ジタル 信号 処理 - 例 - ネッ トワ ー ク 図 一 - マイ クロ プロ セッ サ 設 計 隊 一 - 高周波 図 
本 いさ ー・ 


表 3 提供 可能 な 技術 シー ズ 
各 研 究 室 か ら 企業 に 提供 可能 な 技術 シー ズ を 具体 的 に あげ て も ら っ た . 掲載 の 許可 を いた だ いた も の を 抜粋 し て 紹介 する . な お , 誌面 の つ ご う で 学部 ・ 学 科 名 は 
省略 し た . 


研究 室 名 技術 シー ズ 
大 阪 府立 大 学 知能 信号 処理 研究 室 音響 診断 の 高度 自動 化 / 匂 い の 識 別 合成 ・ 通 信 
広島 市 立 大 学 コン ピュ ー タ シス テム 講座 デジ ッ ト シリ アル 演算 回 路 向 け メ モリ の 構成 法 , ほか 
富山 県 立 大 学 デバ イス 学研 究 室 高 精度 CMOS 基準 電圧 発生 回 路 
林 研 究 室 相関 特性 の 良い 2 値 系 列 、3 値 系 列 の 構成 方 法 と 応用 , ほか 
東原 研究 室 CMOS REF 回 路 設計 技術 
学 シス テム LSI 研究 セン ター 無線 LAN 用 1 テッ プシ ステ ム LSI 技術 , ほか 
学 安浦 ・ 村 上 ・ 松 永 ・ 井上 研究 室 SystemMorph( 可変 構造 アー キテ クチ ャ ), ほか 
藤田 研究 室 
情報 処理 研究 室 映像 6 ラー ニン グ シ ステ ム 
伊藤 ・ 北 神 ・ 難 波 研究 室 論理 回 路 に 対す る 耐 ソ フト エラ ー 設 計 な ど 
情報 シス テム 工学 講座 VLSI に 対す る 故障 診断 法 
橋爪 研究 室 論理 IC の リー ド 浮き 検査 法 / 検 査 容易 化 設計 法 
メデ ィ ア ・ 情報 処理 講座 第 1 研究 室 | 匿名 認証 , 匿名 統計 計算 手法 , ほか 
九州 工業 大 学 尾 知 研究 室 MIMO シ ステ ム 用 キャ リア 同期 回 路 , ほか 
九州 工業 大 学 笹尾 研究 室 新しい タイ プ の プロ グラ マブ ル 論 理 素子 , ほか 
筑波 大 学 集積 シス テム 研究 室 安永 研究 室 ) プリ ント 基板 用 GHz 伝送 線 構造 の 設計 手法 。 ほか 
神戸 大 学 CS26 講 座 SOC 雑 音 の チッ プ ・ レ ベル 解析 技術 / オ ンチ ッ プ 評価 技術 , ほか 
弘前 大 学 深瀬 研究 室 ユビ キタ ス ・ プ ロ セ ッ サ / ハ ー ド ウェ ア 暗 号 
静岡 大 学 桑原 義 ) 研 究 室 アン テ ナ ・ 伝搬 /UWB レー ダ / 適 店 アン テ ナ , ほか 
総合 研究 大 学院 大 学 米田 研究 室 各種 ハー ドウ ェ ア ア クセ ラレー タ の 非同期 式 回 路 実 現 
法政 大 学 中 野 研究 室 UWB ア ン テ ナ /RFID ア ン テ ナ 
慶應 義塾 大 学 大 槻 研究 室 MIMO 伝送 方 式 / 位 置 推定 方 式 
関西 大 学 電子 デバ イス 研究 室 SOI デバ イス 技術 に 関す る ノウ ハウ 
成 忠 大 学 電子 デバ イス ( 齋藤 ) 研究 室 プラ ズ マ レス ・ エ ッ チ ング ・ ク リー ニン グ , ほか 
東京 理科 大 学 浜本 研究 室 高 機能 イメ ー ジ セン サ 
法政 大 学 半導体 シス テム 工学 研究 室 デジ タル ・ ス ピー カ / 超 高 精度 A-D, DA 変換 技術 , ほか 
早稲 田 大 学 柳澤 研究 室 MM 本 の 
東京 電機 大 学 ワイ ヤレ スシ ステ ム 研 究 室 UWB ア ン テ ナ /UWB 双方 向 時 空間 伝搬 特性 と 測定 法 , ほか 
湘南 工科 大 学 渡辺 研究 室 3 次 元 型 ラン ジス タ を 用 いた シス テム LSI 設計 技術 な ど 
新潟 工科 大 学 電子 計算 機 研究 室 ファ ジィ 測度 に 基 ず く 故障 診 
東京 電機 大 学 電子 回 路 研 究 室 カオ ス 集 積 回 路 / 非 線形 関数 合成 回 路 , ほか 
東京 工芸 大 学 電機 制御 シス テム 研究 室 電力 セン サレ ス 最 大 電力 動作 点 追尾 制御 方 式 
福岡 工業 大 学 谷口 研究 室 耳 の 中 の マイ ク と イヤ ホン を 装着 する 耳 内 会 話 シ ステ ム 
玉川 大 学 白崎 研究 室 ナノ ・ フ ォ ト ・ リ ソ グ ラフ ィ 工程 の 3D-scatlerometry 検査 , ほか 
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表 4 産学 連携 に 対す る 意見 


産学 連携 に つい て , 企業 へ の 要望 や 現状 へ の 意見 , 政策 的 提 
@ 産学 連携 に 関し て : 企業 な ど へ の 要望 
も う 少し リス ク の 高い , ある い は 実用 化 に 時 間 の か か る 共同 研究 を 積極 的 に 推進 し て ほし い . 


言 な ど を 自由 に 書い て いた だ いた . 


抜粋 し て 紹介 する . 


国立 大 学 , 


ネッ トワ ー ク 系 研究 室 


化 研究 に 研究 費 が 偏っ て いる が , 基礎 研究 に 対し て も 委託 / 共 同 研究 を 実施 し て ほし い . 


私 立 大 学 , 


ミッ クス ト ・ シ グ ナ ル 系 研究 室 


邊 の 人 方 法 , 期限 に つい て 自由 度 が ほし い . 


公立 大 学 , 


マル チ メ デ ィ ア 系 研究 室 


書類 の 作成 が 炉 雑 な の で , 簡略 化し て ほし い . 


@@ 族 学 連携 に 関し て : 課題 と 問題 点 の 指摘 


大 学 の 立場 を 明確 に する た め の 議 論 が 必要 . 産 と 学 の 中 間 を 埋め る 役割 を 誰が すべ きか 検討 すべ き . 


立 大 学 , 


立 大 学 , 


ディ ジタル 信号 処理 系 研究 室 


IC/LSI 設計 系 研究 室 


EDA ツー ル を 共同 利用 で きる セン タ が 必要 . 


立 大 学 , 


IC/LSI 設計 系 研究 室 


① 企 業 の 機密 主義 , ② 研 究 室 の 狭 さ , ③ 研 究 費 の な さ で 産学 連携 は 難し い . 


私 立 大 学 , 


IC/LSI 設計 系 研究 室 


大 学 の シー ズ を よく 理解 し た うえ で , 企業 を 紹介 し て くれ る コー ディ ネー タ の 役割 が 重要 . 


@ 産学 連携 に 関し て : 現状 へ の 意見 や 提言 


短期 的 に 成果 を 求め る 風潮 は 疑問 . 大 学 の 本 来 の 使命 は 学問 の 継承 と 水準 の 維持 , 向上 . 産学 連携 の 名 の 下 
に な ん で も 許さ れ , 本 来 の 使命 が お ろ そ か に な っ て いる . 


私 立 大 学 , 


ロボ ッ ト / メ カト ロ 系 研究 室 


コン ピュ ー タ 系 研究 室 


企業 の 学生 青田 刈り が 過激 で , 博士 課程 レベ ル ( 欧米 並み の 高度 な 専門 教育 レベ ル ) の 人 材 育 成 が 困難 . 
一 方 で , 企業 か ら の 研究 依頼 が 増加 し , 企業 側 で も 勉強 不足 の 深刻 化 が 心配 . 企業 側 と 大学 側 の バラ ンス を 維 
持 す る 政策 , 少子 高齢 化 社会 に 向け た 技術 力 維 持 の 政策 が 急務 . 


ミッ クス ト ・ シ グ ナ ル 系 研究 室 


米国 の IT ベン チャ は ライ フタ イム が 短く , ある 程度 の 利益 を 上 げた ら 売却 する の も 成功 モデ ル . 日 本 は ベン 
無理 . 一 般 的 着陸 の モデ ル が な く , ベン チャ を 始め 


チャ が すべ て 大 企業 に 成長 する こと を 期待 し て いる が , 
た 教員 は 永続 的 に 関与 せ ざ る を 得 な い の で , 研究 を や り た い 教 員 は 日 本 で は ベン チャ に 手 を 出せ な い . 


学 , マイ クロ プロ セッ サ 設 計 系 研究 室 


Problem Based Leaning PBL : 問題 発見 型 学習 ) や ディ プロ マ ( プロ ジェ クト 参加 型 就業 実習 ) な どの 長 基 
イン ター ンシップ , 企業 社員 に よる 大 学 で の 講義 た と えば , Sun Microsystems 社員 が 講師 を 務め る 米国 
University of San Jose の よう な 形式 ) これ ら を 通し て , 企業 の 実践 的 な 面 と 大学 の 理論 的 な 面 の 相乗 効果 を 
期待 し たい. 


11%, 9%, いずれ も 増加 傾向 と 言え る で 
0 の の 
また , 各 研 究 室 か ら の ベン チャ 起業 の 実績 や 予定 に つい 


て も 質問 し まし た . 図 17ー 図 19 に 結果 を 示し ます . 起業 


5%% だ っ た の で , 


の 実績 で は , 3 社 を 起業 し た つ , 2 社 を 起業 し た 
研究 室 が 二 つ , 1 社 を 起業 し た 研究 室 が 六 つ あり , 合わ せ 
て 13 社 が 起業 済み で す . 起業 の 予定 に つい て は , 1 社 を 起 
業 準備 中 の 研究 室 が 三 つ あ り ま し た . 起業 後 ま た は 起業 準 
備中 に 中 断 ・ 中止 し た こと の ある 研究 室 は 一 つ あ り ま し た . 

ら に , 起業 し た ベン チャ の 社名 掲載 許可 を いた だ い 


究 室 が 


また , 各 f 


た 8 社 ) を 表 2 に 示し ます . 


人 @ 組み 込み シス テム , 無線 に 大 学 の 研究 テー マ が シフ ト 

( 研究 テー マ の キー ワー ド ) 

各 研 究 室 の 研究 テー マ に 近い キー ワー ド ( 複数 可 ) を , 
キー ワー ド 群 の 中 か ら 選ん で も らい まし た . 結果 を 図 20 に 
紹介 し ます . 今回 も っ と も 多かっ た の は 1IC/LSI 設計 で , 次 
いで 組み 込み シス テム , 無線 , 設計 ツー ル /CAD, ディ ジ 
タル 信号 処理 , ネッ トワ ー ク , マイ クロ プロ セッ サ 設 計 , 
高周波 の 順 と な っ て いま す . 図 21 の よう に , これ ら の 八 つ 


みや ざき ・ ひ と し 
( 有 ) 宮崎 技術 研究 所 
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半導体 プロ セス 系 研究 室 


の キー ワー ド は これ まで の 調査 で も 上 位 に 入っ て いま し た . 
で も 1C/LSI 設計 は 4 年 間 ず っ と 1 位 を 占め て いま す . 
今回 の 特徴 は 組み 込み シス テム が 上 位 に 入っ て きた こと , 
無線 が 上 昇 傾向 を 続け て いる こと な ど が あげ られ ます . 
究 室 が 提供 で きる 技術 シー ズ の 一 部 掲載 許 
可 を いた だ いた も の の 抜粋 ) を 表 3 に 示し ます . 表 1 に 紹介 
し た 業績 の 事例 と 合わ せ て , 最近 の エレ クト ロニ クス 系 研 
究 室 の 活動 の 一 端 と し て ご 覧 くだ さい 、. 

産学 連携 に 関し て , 企業 の 要望 や 現状 へ の 意見 , 政策 的 
提言 な ど を 自由 に 書い て いた だ きま し た . 
も の に つい て , 表 4 に 抜粋 し て 紹介 し ます . 


掲載 し て も よい 


